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本
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
同

窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
多
大
な
る
御

支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
円
滑
な

学
校
運
営
が
で
き
、
教
職
員
、
生
徒
保
護
者
一
同
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
で
創
立
１
２
１
年
目
を
迎
え
る
本
校
で

は
、
４
月
に
１
２
３
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
９

ク
ラ
ス
、
合
計
３
６
４
名
の
全
校
生
徒
で
令
和
４

年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
の
新
入
生
は
、

定
員
１
２
０
名
に
対
し
て
、
１
５
１
名
の
志
願
者

が
あ
り
ま
し
た
。
少
子
化
や
私
立
高
校
の
台
頭
も

あ
っ
て
、
公
立
高
校
離
れ
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
、

こ
の
よ
う
な
志
願
者
数
が
あ
っ
た
こ
と
を
素
直
に

喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
生
徒
が
、
落
ち
着

い
た
学
校
生
活
を
送
り
、
授
業
や
部
活
動
な
ど
教

育
活
動
全
般
に
も
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
が
、
中
学
生
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
来
年
度
も
多

く
の
中
学
生
に
志
願
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
教

育
活
動
全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
特
に
学
校
行
事
や
部
活
動
で
は
、
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
生
徒
た

ち
は
一
生
懸
命
、
与
え
ら
れ
た
環
境
で
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の

生
徒
が
３
名
全
国
大
会
に
出
場
し
、３
位
が
２
名
、

５
位
が
１
名
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。
弓
道
部
も
女
子
団
体
が
東
海
大
会
で
ベ

ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
を
は
じ
め
、
県
大
会
に
多
く
の
部
活
動

が
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
面
で
は
、
本
校
は
令
和
３
年
度
か

ら
３
年
間
の
予
定
で
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
新
時
代
を
拓
く
高
校
教
育
推
進
事
業
」
の
中
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
研
究
校
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
少
子
高
齢
化
や
技

術
革
新
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
高
校
を
取
り
巻
く

状
況
は
激
変
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
校
に

お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
己
の
将
来
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
、
高
い
学
習
意
欲
を
持
っ
て
学
び

に
向
か
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
高
校
の

実
現
の
た
め
、
生
徒
が
設
定
し
た
社
会
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
グ
ル
ー
プ
で
探
究

活
動
を
行
う
た
め
の
研
究
を
、
沼
津
西
高
校
と
共

同
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
格
的
に
は
、

今
年
度
の
１
年
生
か
ら
年
次
進
行
で
探
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の
学
び

の
保
証
の
た
め
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
工
夫
や

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
令
和
９
年
度
開
校
の
沼
津
西

高
校
と
の
新
構
想
高
校
ま
で
、
あ
と
５
年
と
な
り

ま
し
た
。
沼
津
城
北
高
校
と
し
て
の
歩
み
も
残
り

少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
新
た

な
始
ま
り
と
捉
え
、
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
11
月
1

日
（
火
）
に
、
沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
並
び
に
芸
術
鑑

賞
教
室
と
、
10
月
13
日
（
木
）
に
、
本
校
体
育
館

で
行
わ
れ
る
記
念
講
演
会
（
講
師
：
サ
ッ
カ
ー
解

説
者　

山
本
昌
邦
氏
）
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
に
、
生
徒
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
も
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
御

支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
わ
が
母
校
、
沼
農
・
北
部
・
城
北
高

校
を
卒
業
さ
れ
た
同
窓
会
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
。
同
窓
会
長
の
長
田
吉
信
で
す
。
日
頃
よ
り
城

北
高
校
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

今
な
お
世
界
中
に
拡
大
し
続
け
て
お
り
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
、

２
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
株
に
よ
る
感
染
の
再
拡
大
が
起
こ
る
な

ど
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
世
界
的
な
課
題
と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
暴
挙
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
刻
も
早
く
こ
の
暴
挙
を
、
蛮
行
を
や
め

さ
せ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
助
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
核
兵
器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
脅
し
を

か
け
て
い
ま
す
。
世
界
は
一
致
団
結
し
、
こ
の
大

き
な
二
つ
の
課
題
解
決
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
現
在
は
「
危
機
の
時
代
」
で
あ
り
ま

す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
世
界
全
体
を
巻
き
込

ん
だ
嵐
に
さ
ら
さ
れ
る
経
験
に
よ
り
、
次
の
よ
う

な
実
感
が
胸
に
迫
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
自
分
た
ち

の
生
活
は
多
く
の
人
々
の
支
え
と
社
会
の
営
み
が

な
け
れ
ば
成
り
立
た
ず
、
人
々
の
つ
な
が
り
の
中

で
人
生
の
喜
び
は
深
ま
る
こ
と
」「
離
れ
た
場
所

を
襲
っ
た
脅
威
が
、
時
を
置
か
ず
し
て
自
分
の
地

域
に
も
及
ぶ
よ
う
に
、
世
界
の
問
題
は
相
互
に
深

く
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
」「
国
は
違
っ
て
も
、

家
族
を
突
然
亡
く
す
悲
し
み
や
、
生
き
が
い
を
奪

わ
れ
る
辛
さ
は
同
じ
で
あ
り
、
悲
劇
の
本
質
に
お

い
て
変
わ
り
は
な
い
こ
と
」
そ
の
意
味
で
重
要
な

の
は
、
未
曽
有
の
脅
威
の
中
で
深
く
か
み
し
め
た

実
感
を
、共
に
嵐
を
抜
け
出
る
た
め
の
連
帯
の〝
紐

帯
〟
と
し
て
い
く
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
球

全
体
に
襲
い
掛
か
る
「
困
難
に
耐
え
る
力
」
と
「
困

難
か
ら
回
復
す
る
力
」
を
私
た
ち
は
互
い
に
協
力

し
合
い
、保
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。様
々

な
困
難
や
課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
今
後

の
21
世
紀
の
基
盤
と
す
る
べ
き「
社
会
の
あ
り
方
」

を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
校
に
お
い
て
も
秋
に
は
新
構
想
高
校
の
概
要

等
が
示
さ
れ
ま
す
。
課
題
を
克
服
し
未
来
へ
の
飛

躍
を
期
待
し
、
新
構
想
高
校
へ
生
ま
れ
変
わ
る
城

北
高
校
の
今
後
の
歩
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
生
徒
に
寄

り
添
い
、生
徒
第
一
の
教
育
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

同
窓
会
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　令和４年度総会は、昨年同様、新型コロナウイルス感
染症予防の観点から、中止とさせていただくこととなり
ました。総会で審議・決議を行う予定でありました議案
は、同窓会役員で検討させていただきますことを何卒御
理解いただきますようお願い申し上げます。
　なお、この会報の３ページに、監査を受けた昨年度の
決算と今年度の予算が掲載されております。これについ
て、御質問、御意見等がございましたら、同窓会ホーム
ページの「お問い合わせ」への投稿、または学校までお問
い合わせいただきますようお願い申し上げます。ただ
し、７月18日を締め切りとし、これを以て議案への承認
とさせていただきます。

発　　　行
静岡県立沼津城北高等学校同窓会

編　　　集
同窓会報編集委員会

静岡県立沼津城北高等学校

〒410−0012  沼津市岡一色875
TEL.055−921−0344

E-mail：office@numazujohoku-h.shizuoka-c.ed.jp

　同窓会報発行について、平成31年度から以下のように変更になってお
ります。原則として、同窓会報の郵送は行いません。ただし、68歳以上
の方及び68歳未満の方で希望される方のみ郵送することといたしており
ます。郵送を希望される方は電話またはFAXで学校までご連絡をお願い
いたします。また、会員様のご逝去により会報の郵送中止を希望される
場合も、学校までご連絡いただきますようお願い申し上げます。

TEL：055－921－0344　　FAX：055－921－4890
　同窓会報は、平成31年４月に開設した沼津城北高校同窓会ホームペー
ジに掲載しております。

URL　http://dosokai.link/numazujohoku-h/
　同窓会の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

校　長
髙石　達寿

同窓会長
長田　吉信

課
題
克
服
で
未
来
を
拓
け

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典

同窓会総会中止のお知らせ同窓会総会中止のお知らせ 同窓会からのお知らせ同窓会からのお知らせ
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学 校 活 動

国公立四年制大学
大学名 人数

1 北見工大 1
2 青森公立大 1
3 兵庫県立大 1

合　計 3

私立四年制大学
大学名 人数

1 つくば国際大 1
2 獨協大 2
3 城西大 1
4 日本医療科学大 1
5 神田外語大 2
6 千葉科学大 1
7 千葉工大 1
8 東邦大 1
9 流通経済大 1
10 ビジネスブレイクスルー大 1
11 杏林大 1
12 学習院大 1
13 駒沢大 1
14 駒沢女子大 1
15 国際医療福祉大 1
16 桜美林大 1
17 芝浦工大 1
18 専修大 2

大学名 人数
19 大東文化大 1
20 帝京科学大 1
21 帝京平成大 1
22 東海大 5
23 東京医療学院大 1
24 東京都市大 2
25 東洋大 1
26 日本大 1
27 神奈川大 1
28 鎌倉女子大 2
29 関東学院大 2
30 国際医療福祉大 1
31 松蔭大 2
32 湘南医療大 1
33 湘南鎌倉医療大 1
34 神奈川大 4
35 鶴見大 1
36 文教大 1
37 静岡英和学院大 2
38 常葉大 15
39 静岡産業大 3
40 静岡福祉大 3
41 東都大 2
42 日本大 4
43 同朋大 1
44 立命館大 2

大学名 人数
45 京都産業大 1
46 京都精華大 1
47 大阪樟蔭女子大 1
48 関西大 1
49 近畿大 2
50 九州共立大 1

合　計 89

公立短期大学
短期大学名 人数

1 静岡県大短大部 2
2 静岡県立工科短期大学（沼津） 1

合　計 3

私立短期大学
短期大学名 人数

1 千葉経済大短大部 1
2 目白大短大部 1
3 鶴見大短大部 1
4 常葉大短大部 5
5 日本大短大部 3

合　計 11

医療・看護系専門学校
学　校　名 人数

1 横浜リハビリテーション専 1
2 横浜労災病院看護専門 1
3 おだわら看護専門 1
4 静岡県立看護専 1
5 沼津市立看護専 2
6 静岡医療セ附静岡看護 9
7 下田看護専 1
8 専・白寿医療学院 1
9 中央医療健康大学校 1
10 富士リハビリテーション専 2
11 関西看護専門学校 1

合　計 21

その他の専門学校
学　校　名 人数

1 つくば栄養医療調理製菓専門学校 1
2 国際文化理容美容専門学校国分寺校 1
3 高山美容専門学校 1
4 東京ビジュアルアーツ 1
5 早稲田美容専 1
6 東京文化美容専門学校 1
7 横浜ビューティー＆ブライダル専門学校 3
8 大原公務員医療観光専（沼津） 3
9 静岡県東部総合美容専 2
10 静岡工科自動車大学校 1
11 東京美容専門学校 1
12 沼津情報ビジネス専 4
13 国際観光専（熱海） 1
14 静岡県東部総合美容専 1
15 専・静岡電子情報カレッジ 1
16 大原介護福祉専門学校 1
17 中央動物総合専 1

学　校　名 人数
18 中央医療健康大学校 1
19 中央歯科衛生士調理製菓専 2
20 中央調理製菓専（静岡） 1
21 京都美容理容専 1
22 関西経理専門学校 1
23 グラムール美容専門学校 1

合　計 32

就　職（公務員）
団　体　名 人数

1 静岡県警察 1
2 静岡市消防局 1
3 陸上自衛隊 1

合　計 3
�

就　職（その他一般）
企　業　名 人数

1 旭化成　富士支社 1
合　計 1

進路決定状況
進　　　路 人数

1 国立四年制大学 1
2 公立四年制大学 2
3 私立四年制大学 72
4 公立短期大学 3
5 私立短期大学 11
6 看護医療系専門学校 19
7 専門学校〔看護医療系以外〕 32
8 就職〔公務員〕 2
9 就職〔企業〕 1
10 その他（進学準備） 3

合　計 146

令和３年度
３年生進路結果（合格延べ数）報告

修学旅行　11月30日〜12月２日

松濤祭体育の部　６月11日松濤祭文化の部　６月10日

クリーン作戦　11月18日

進路ガイダンス　９月29日

入学式　４月７日 部活動風景 授業風景

卒業式　３月１日
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＊＊ 令和３年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計決算書 ＊＊ ＊＊ 令和４年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計予算書（案） ＊＊
収入総額　1,885,619円　　支出総額　608,364円　　差引残額　1,277,255円（次年度へ繰越） 収入総額　1,560,000円　　支出総額　1,560,000円　　差引残額　0円

（単位：円） （単位：円）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（A） 決算額（B） 比較増減額（B-A） 備　　考 ◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会 費 徴 収 624,000 621,600 △ 2,400 会 費 徴 収 288,000 624,000 △ 336,000
会 費 徴 収 624,000 621,600 △ 2,400 @2,400円×259件 会 費 徴 収 288,000 624,000 △ 336,000 @2,400円×120件

事 業 収 入 0 0 0 事 業 収 入 0 0 0
同窓会名簿 0 0 0 同窓会名簿 0 0 0
会報諸収入 0 0 0 会報諸収入 0 0 0
そ　の　他 0 0 0 そ　の　他 0 0 0

雑　収　入 10 11 1 雑　収　入 10 10 0
受 取 利 息 10 11 1 預金利息 受 取 利 息 10 10 0 預金利息
総会負担金 0 0 0 総会負担金 0 0 0
雑　収　入 0 0 0 雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 1,255,990 1,264,008 8,018 繰　越　金 1,271,990 1,255,990 16,000
繰　越　金 1,255,990 1,264,008 8,018 前年度繰越金 繰　越　金 1,271,990 1,255,990 16,000 前年度繰越金

繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
合　　計 1,880,000 1,885,619 5,619 合　　計 1,560,000 1,880,000 △ 320,000

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額
（A） 決算額（B） 比較増減額

（A-B） 備　　考 ◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会　務　費 172,000 0 172,000 16,125 155,875 会　務　費 42,000 172,000 △ 130,000
会　議　費 130,000 0 130,000 0 130,000 会　議　費 10,000 130,000 △ 120,000 会議費用
事 務 局 費 0 0 0 0 0 事 務 局 費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 旅費交通費 0 0 0
通　信　費 12,000 0 12,000 740 11,260 郵送料 通　信　費 12,000 12,000 0 郵送料
慶　弔　費 30,000 0 30,000 15,385 14,615 弔事生花代 慶　弔　費 20,000 30,000 △ 10,000 香料、祝儀
需　用　費 0 0 0 0 0 需　用　費 0 0 0
備　品　費 0 0 0 0 0 備　品　費 0 0 0
雑　　　費 0 0 0 0 0 雑　　　費 0 0 0

事　業　費 671,000 0 671,000 239,560 431,440 事　業　費 936,000 671,000 265,000
総　会　費 5,000 0 5,000 0 5,000 総　会　費 5,000 5,000 0 総会費用
報　償　費 0 0 0 0 0 報　償　費 0 0 0
指導奨励費 365,000 0 365,000 100,000 265,000 レスリング部・弓道部東海以上大会出場 指導奨励費 250,000 365,000 △ 115,000 部活動東海大会以上
通　信　費 0 0 0 0 0 通　信　費 0 0 0
使　用　料 1,000 0 1,000 0 1,000 使　用　料 1,000 1,000 0 コピー料
消 耗 品 費 100,000 0 100,000 84,680 15,320 卒業証書ホルダー 消 耗 品 費 80,000 100,000 △ 20,000 卒業証書ホルダー等
広　報　費 200,000 0 200,000 54,880 145,120 ホームページ保守 広　報　費 100,000 200,000 △ 100,000 ホームページ保守
人　件　費 0 0 0 0 0 記念事業助成費 500,000 0 500,000 創立120周年記念事業助成

会報発行費 632,000 0 632,000 352,679 279,321 会報発行費 432,000 632,000 △ 200,000
会報作成費 627,000 0 627,000 352,679 274,321 会報印刷代 会報作成費 428,000 627,000 △ 199,000 会報印刷代
通　信　費 5,000 0 5,000 0 5,000 通　信　費 4,000 5,000 △ 1,000 郵送料
編　集　費 0 0 0 0 0 編　集　費 0 0 0

同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0
同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0

予　備　費 405,000 0 405,000 0 405,000 予　備　費 150,000 405,000 △ 255,000
予　備　費 405,000 0 405,000 0 405,000 予　備　費 150,000 405,000 △ 255,000
合　　計 1,880,000 0 1,880,000 608,364 1,271,636 合　　計 1,560,000 1,880,000 △ 320,000

※科目間の流用を認める。
※前年度中に計画するため、左記決算額と差異が生ずる。積　立　金 ２年度積立金 ３年度利息 ３年度同窓会繰入金 ３年度残金

1,044,417 17 0 1,044,434

■上記のとおり報告します。
　令和４年３月31日
 令和３年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　
 会　長　　長田　吉信

■監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理
されていることを認めます。

　令和４年５月６日
 令和３年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　
 監　事　　横山　　哲　　深澤　貞博

転　出　者
職　名 氏　名 教科等 転出先等

教 諭 加藤　秀明 地歴・公民 熱海高校

教 諭 玄長　幸広 数 学 三島北高校

教 諭 村木　一成 数 学 下田高校（定）

教 諭 小津　智治 保 健 体 育 中央青少年交流の家

教 諭 伊藤　真浩 英 語 下田高校（全）

教 諭 渡邉　智子 英 語 裾野市立東中学校

講 師（ 非 ） 加藤　正之 理 科 退職

講 師（ 非 ） 小林　　建 理 科 退職

転　入　者
職　名 氏　名 教科等 前任等

教 諭 望月由佳子 地歴・公民 富士東高校

教 諭 二見　貴章 数 学 三島南高校

教 諭 齊藤　　敦 理 科 伊豆中央高校

教 諭 黒田　恭介 保 健 体 育 静岡北特別支援学校

教 諭 佐々木　壮 英 語 吉原高校

令和３年度末　教職員人事異動
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令和３年度の部活動状況  

インターハイ等
（地区大会・県大会） 実施状況と結果 新人戦・秋季大会　等 実施状況と結果 新人戦　発表会 等

（地区大会・県大会） 実施状況と結果 その他の大会 等 実施状況と結果

1 陸上競技部

4/29 ～５/1
　愛鷹陸上競技場
5/21 ～ 5/23
　エコパスタジアム

県大会出場
３年　秋山沙紀登

ハンマー投げ
３年　山本まりあ

　　　三段跳び
２年　形地梨心

　　　砲丸投げ

新人戦
9/11、9/12
　愛鷹陸上競技場

県大会出場
２年　形地梨心

　　　砲丸投げ

2 野 球 部 7/17� 静岡県大会
� 　愛鷹球場 4-11藤枝西　敗退 秋季大会

8/20� 愛鷹球場 1-20沼津東　敗退 第32回三村杯
11/7� 沼津城北

5-15伊東　敗退
1-16沼津工　敗退

3 サッカー部
4/17� 沼津高専
4/18� 本校
4/29� 三島南二日町

3-0星陵　勝ち
0-2沼津工業　負け
　　予選リーグ２位
1-2韮山　
決勝トーナメント敗退

選手権大会
10/2� 島田高校
10/9� 新居高校

1-0焼津水産　勝ち
0-7駿河総合　敗退

新人戦
12/18
　愛鷹スポーツ広場

0-3御殿場　敗退

4 男 子
バレーボール部

5/8� 富士宮北高校
5/9� 御殿場南高校
5/22� エコパ

東部地区８位
県大会出場
0-2浜松市立　敗退

全日本選手権県予選
10/30� 沼津東高校

2-0富士見　勝ち
0-2稲取　　敗退

新人戦
1/15、1/16　韮山高校

東部地区６位
県大会出場
（県大会は中止）

5 女 子
バレーボール部 5/8� 沼津西高校 0-2稲取　敗退 全日本選手権県予選

10/30� 富士宮東高校 0-2裾野　敗退

6
男 子
バスケット
ボ ー ル 部

4/24、4/25　小山高校
5/1� 伊豆中央高

予選リーグ2位
64-114伊豆中央　敗退

ウィンターカップ
10/17� 富士宮西高校 24-76三島南　敗退 新人戦

12/11、12/12��伊豆中央高校 予選リーグ敗退

7
女 子
バスケット
ボ ー ル 部

4/24� 沼津東高校
4/25� 伊東高校 予選リーグ　敗退 ウィンターカップ

10/17　富士宮北高校 15-93日大三島　敗退
新人戦
12/11,12/12��沼津西高校
12/19　本校

予選リーグ２位
31-72韮山　敗退

8 レスリング部

東海大会出場
１年　土屋沙和
２年　増田満里奈
　　　駒田真琴
　　　袴田ちはや
　　　丸山政陽
３年　千葉妃勇雅

全国総体
8/21～ 8/24　福井県
　３位　丸山政陽
　　　　駒田真琴
　５位　増田満里奈

県大会
10/31　本校
東海大会
11/21、11/22　岐阜県

県大会
郡山征煌　４位
丸山政陽　１位
東海大会
丸山政陽　１位
郡山征煌　出場

全国選抜レスリング
3/27 ～ 3/29　新潟県 丸山政陽　３回戦敗退

9 卓 球 部 4/25 ～ 5/5
　三島市民体育館他 個人戦　団体戦出場

全国卓球選手権東部予選
8/12、8/13
　御殿場市体育館
県大会　9/25
　御殿場市体育館

２年　大塚琴葉
　　　県大会出場
１年　大岳香紅
　　　県大会出場

東部大会
9/11、9/18
県大会　1/16
　このはなアリーナ

２年　大塚琴葉
　　　　17位
　　　　県大会出場

10 剣 道 部

5/3、5/5
　富士市立体育館
6/5、6/6
　静岡県武道館

２年　田川留伊
　　　　10位
　　　　県大会出場
２年　髙梨未幸
　　　　7位
　　　　県大会出場

11/7、11/14
　富士市立体育館
1/15、1/16
　サーラグリーンアリーナ

２年　田川留伊
　　　　13位　
　　　　県大会出場
２年　髙梨未幸
　　　　16位
　　　　県大会出場

11 テ ニ ス 部
（ 男 子 ）

4/10 ～ 18
　愛鷹コート他
県大会　5/8

個人戦　出場
団体戦（県大会）出場

9/4、9/5
　愛鷹コート他 団体戦　出場 11/13、11/14

　愛鷹コート他 新人戦ダブルス出場

12 テ ニ ス 部
（ 女 子 ）

4/10 ～ 18
　愛鷹コート他
県大会　5/8

個人戦　出場
団体戦（県大会）出場

9/4、9/5
　愛鷹コート他

２年　平野花音
　　　野﨑凜花
　ダブルス県大会出場

13 弓 道 部
5/4� 沼津商業高校他
県大会　5/29、5/30
6/5� 静岡県武道館

団体戦女子　優勝
　　県大会　３位
　　東海大会　ベスト８
個人戦
　　男女県大会出場

10/31
　沼津商業高校他
県大会　11/13、11/14
　静岡県武道館

団体戦女子　５位
　　県大会　７位
個人戦
　　男女県大会出場

国民体育大会
東海ブロック大会

県代表
　２年　池田葵

14 吹 奏 楽 部 静岡県吹奏楽コンクール
8/1　富士ロゼシアター 東部大会銅賞 アンサンブル

　コンテスト　1/12 参加

15 芸 術 部 静岡県高等学校
　美術・工芸展　

東部展入選
２年　鈴木結菜
１年　河原春菜
　　　坂元紫苑

国際高校生選抜書道展

入選　
２年　幸野凪紗
　　　伊海優心
　　　渡辺花音

全国書道展

特賞
　３年　秋山武
優秀賞
　２年　伊海優心
　１年　小川花凛

東部新春書作展 優秀賞
　２年　髙橋結

16 情 報
メディア部

全国高等学校
　郷土研究発表大会 全国優秀賞

17 家 庭 部 おにぎりメニュー
　コンテスト（沼津市） 準グランプリ

18 茶 道 部 松濤祭　文化の部 点前と作法の実演

19 囲 碁 ・
将 棋 部

全国高校選手権大会
　静岡県予選東部大会 個人戦出場 全国高校将棋新人大会

　静岡県予選東部大会 個人戦　出場


